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人は人のために生きる 

 

この題を見て、皆さんはどんなことを感じられるでしょうか。 

「自分が生きていくだけで精一杯」「自分の生活のために働いている」という

声が聞こえてきそうです。私もこの言葉に出合ったときは、同様の思いをもちま

した。 

私は、教育会と３０数年関わってきました。他でも書いていますが、私の教員

生活のスタートは下伊那でした。「教育会と同好会は入るもの」という職場の先

生の言葉に何も疑問をもたず下伊那教育会と音楽同好会に入会しました。学年

５クラスの中学校で音楽を担当し、初任２年目から校内の音楽科は私一人にな

ってしまいました。ここでいろんな面で支えとなったのが、音楽同好会の先生方でした。１年を通して、合唱

練習などで他校の先生方と会い、情報交換できたこと、そして、先輩の先生方に悩みを聞いていただいたりア

ドバイスをいただいたりしたことは、今思うと本当にありがたいことでした。その後も各地の教育会の音楽同

好会に入って、多くの先生方と知り合いになり、県の音楽研究大会等で久しぶりに会うと、懐かしく当時を思

い出して語り合ったものです。 

ここ数年は、教育会の運営に関わらせていただきました。先生方のつながりをつくり、一人一人の力量を高

めていく魅力ある教育会を目指してきました。コロナ２０１９は、つながりづくりには、大きな障害となりま

した。しかしながら今年度は、初任者研修会、安曇野巡検、実技講習会、青年教師委員会主催研修会等で、他

校の先生方と顔をつきあわせて言葉を交わすよさ、人と人とがつながるよさを改めて感じることができまし

た。２月３日、私は会館で哲学同好会に参加した後、豊科北中学校に移動し、音楽同好会コンサートに参加し

ました。先生方の生演奏に心が洗われた気持ちになりました。最後に先生方と何年ぶりかで合唱を楽しむこと

ができました。改めて合唱のよさ、音楽の素晴らしさを味わうひとときとなりました。 

最後に、題の話に戻りますが、これは、「『利他』 人は人のために生きる」という、瀬戸内寂聴さんと稲盛

和夫さんの対談をまとめた本の題名です。本の紹介に、「理不尽な世の中を生き抜くヒントは『利他』」とあり

興味をもちました。自分のために生きるのは当然のことですが、「人のために生きる」という視点を得たこと

は、私にとって大きいことでした。 

 １年間、教育会の活動に参加・ご協力いただき感謝申し上げます。ありがとうございました。 
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令和５年度 安曇野教育会 主な予定 

本年度は、感染症対策のために中止になっていた多くの行事を工夫しながら行うことができました。令和５

年度も、感染症対策を講じつつ、次のように各種行事を予定しております。皆様のお力添えをいただきながら

教育会の行事が盛んになりますようお願い申し上げます。 

 

期  日 行 事 等 

４月１３日（木） 

  ２０日（木） 

  ２１日（金） 

５月  ８日（月） 

  １０日（水） 

  １３日（土） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２３日（火） 

    ３０日（火） 

６月 １２日（月） 

    １７日（土） 

   ２４日（土） 

７月   １日（土） 

     ４日（火） 

     ６日（木） 

２５日（火） 

２８日（金） 

８月 ２６日（土） 

１０月 ２１日（土） 

   ２７日（金） 

１１月  １日（水） 

１１月 １１日（土） 

１６日（木） 

１月 １２日（金） 

   ２５日（木） 

２月  ２日（金） 

   １９日（月） 

３月  １日（金） 

第１回臨時総会 １６：００～ 

第１回各種委員会正副委員長会 

第１回同好会幹事長会 

定期総会 １５：３０～ 

同好会発足 

安曇野市教育会総集会（午後）＜豊科公民館ホールを予定＞ 

講演会講師  N P O法人ブロードバンドスクール講師 若宮 正子 氏 

<演題＞「私は創造的でありたい〜人生に『もう遅い』はない〜」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回同好会幹事長会・第１回実技講習会特別委員会 

初任者歓迎研修会 

第２回実技講習会特別委員会 

安曇野の先人等に学ぶ会 

安曇野巡検 

信教総集会更埴大会 

信州教師塾B① 

第１回事業推進連絡会 

哲学講習会 

実技講習会 

教育研究集会（分散開催） 

特別学習会（親子陶芸教室） 

信州教師塾B② 

ものづくり展 ～１１月５日（日） 

安曇野の子どもを語る会 

信州教師塾B③ 

第２回事業推進連絡会 

第３回同好会幹事長会 

同好会まとめの会 

第２回各種委員会正副委員長会 

第２回臨時総会 

 

 

＜プロフィール＞ 

1935 年東京生まれ。〝世界最高齢プログラマー„と称される。高等学校卒業後、都市銀行へ勤務。定年をきっかけ

に、パソコンを独自に習得し、同居する母親の介護をしながらパソコンを使って世界を広げていく。1999 年にシニア世

代のサイト「メロウ倶楽部」の創設に参画し、現在も副会長を務めているほか、NPO 法人ブロードバンドスクール協会の

理事として、シニア世代へのデジタル機器普及活動に尽力している。2016年秋から iPhoneアプリの開発をはじめ、2017

年6月には米国アップルによる世界開発者会議「WWDC 2017」に特別招待される。「人生100年時代構想会議」の最年

長有識者メンバーにも選ばれた。セルの塗りつぶしや罫線を使って図柄を作る「Excel Art」を生み出した。 

 

＜ 編 集 後 記 ＞ 

感染症対策に翻弄された日々の中、少しずつ明るい兆しの見えた 1年間となりました。会員の皆様には、本年度のまと

め、来年度の準備にお忙しい日々と拝察申し上げます。１年間たいへんお世話になりました。令和５年度がさらによい１年と

なりますよう、祈念しております。 

 


